
平
成
二
十
四
年
二
月
一
日
提
出

質

問

第

二

八

号

情
報
収
集
衛
星
の
契
約
に
お
け
る
三
菱
電
機
の
過
大
請
求
に
関
す
る
質
問
主
意
書

提

出

者

�

井

英

勝
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情
報
収
集
衛
星
の
契
約
に
お
け
る
三
菱
電
機
の
過
大
請
求
に
関
す
る
質
問
主
意
書

報
道
や
三
菱
電
機
（
株
）
の
発
表
に
よ
れ
ば
、
同
社
は
防
衛
省
か
ら
受
注
し
た
地
対
空
誘
導
弾
の
製
造
に
関
し
実
際
の
作
業

量
を
上
回
る
人
件
費
等
を
水
増
し
し
て
過
大
請
求
し
、
過
大
な
金
額
の
支
払
い
を
受
け
て
い
た
と
い
う
。
さ
ら
に
同
社
の
過
大

請
求
は
、
防
衛
省
だ
け
で
な
く
情
報
収
集
衛
星
の
契
約
に
関
し
て
、
内
閣
官
房
（
内
閣
衛
星
情
報
セ
ン
タ
ー
）
や
（
独
）
宇
宙

航
空
研
究
開
発
機
構
（
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
）
に
対
し
て
も
行
わ
れ
て
い
た
と
い
う
。
情
報
収
集
衛
星
に
つ
い
て
は
、
「
大
規
模
災
害
へ

の
対
応
」
を
目
的
の
一
つ
と
し
て
導
入
し
な
が
ら
、
東
日
本
大
震
災
や
東
京
電
力
・
福
島
第
一
原
発
事
故
と
い
う
未
曾
有
の
大

規
模
災
害
で
も
「
安
全
保
障
」
を
盾
に
取
り
、
そ
の
画
像
を
一
点
た
り
と
も
国
民
の
前
に
公
開
し
て
い
な
い
。
導
入
以
来
、
既

に
八
千
二
百
億
円
以
上
も
の
巨
額
の
予
算
を
投
じ
な
が
ら
、
目
的
に
掲
げ
た
活
用
実
態
を
国
民
の
前
に
全
く
公
開
し
な
い
問
題

等
を
指
摘
し
、
予
算
の
浪
費
を
続
け
る
情
報
収
集
衛
星
の
予
算
の
執
行
停
止
を
繰
り
返
し
求
め
て
き
た
が
、
政
府
は
計
画
ど
お

り
情
報
収
集
衛
星
を
運
用
し
後
継
機
の
開
発
を
進
め
て
い
る
。

よ
っ
て
、
次
の
と
お
り
質
問
す
る
。
な
お
、
金
額
は
円
単
位
で
表
記
し
、
元
号
は
使
わ
ず
西
暦
で
答
え
ら
れ
た
い
。

（
一
）

現
時
点
で
判
明
し
て
い
る
情
報
収
集
衛
星
に
関
す
る
三
菱
電
機
の
過
大
請
求
額
は
、
内
閣
官
房
（
内
閣
衛
星
情
報
セ

ン
タ
ー
）
と
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
に
お
い
て
そ
れ
ぞ
れ
い
く
ら
か
。
ま
た
、
現
時
点
で
判
明
し
て
い
る
同
社
の
防
衛
省
に
対
す
る

一



過
大
請
求
額
は
い
く
ら
か
。

（
二
）

二
〇
一
一
年
七
月
十
一
日
提
出
の
質
問
主
意
書
の
中
で
、
情
報
収
集
衛
星
の
予
算
計
上
の
打
ち
切
り
が
で
き
な
い
理

由
を
質
し
た
が
、
こ
れ
に
対
す
る
答
弁
書
（
内
閣
衆
質
一
七
七
第
三
一
五
号
）
に
「
情
報
収
集
衛
星
の
開
発
に
つ
い
て

は
、
内
閣
衛
星
情
報
セ
ン
タ
ー
か
ら
、
そ
の
委
託
を
受
け
た
事
業
者
が
、
複
数
の
事
業
者
か
ら
の
提
案
を
受
け
、
そ
の

技
術
や
価
格
を
総
合
的
に
評
価
し
た
上
で
衛
星
の
製
造
を
請
け
負
う
事
業
者
を
選
定
す
る
」
と
あ
る
。
こ
れ
ま
で
に
打

ち
上
げ
た
情
報
収
集
衛
星
（
軌
道
投
入
に
失
敗
し
た
も
の
を
含
む
）
と
現
在
開
発
中
の
も
の
の
す
べ
て
に
つ
い
て
、
�

内
閣
衛
星
情
報
セ
ン
タ
ー
か
ら
「
委
託
を
受
け
た
事
業
者
」
、
�
提
案
を
出
し
た
「
複
数
の
事
業
者
」
と
「
価
格
」
、

�
「
技
術
や
価
格
を
総
合
的
に
評
価
」
す
る
基
準
、
�
「
衛
星
の
製
造
を
請
け
負
う
事
業
者
」
と
し
て
「
選
定
さ
れ
た

事
業
者
」
と
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。
ま
た
、
右
の
契
約
の
形
態
を
何
と
呼
ぶ
の
か
。

（
三
）

情
報
収
集
衛
星
の
予
算
は
内
閣
官
房
（
内
閣
衛
星
情
報
セ
ン
タ
ー
）
に
計
上
さ
れ
て
い
る
。
実
際
の
契
約
と
支
出
に

関
し
て
は
、
他
府
省
庁
に
支
出
委
任
が
あ
っ
た
り
、
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
等
の
独
立
行
政
法
人
に
委
託
さ
れ
た
後
に
委
託
先
か
ら

再
委
託
が
あ
っ
た
り
、
さ
ら
に
再
委
託
先
か
ら
再
々
委
託
が
あ
っ
た
り
と
、
契
約
や
支
出
の
状
況
は
複
雑
で
あ
る
。
情

報
収
集
衛
星
の
導
入
か
ら
現
在
ま
で
の
支
出
委
任
の
状
況
、
支
出
委
任
を
受
け
た
府
省
庁
の
委
託
先
名
称
、
委
託
先
の

二



再
委
託
先
名
称
、
再
委
託
先
の
再
々
委
託
先
の
名
称
を
分
か
り
や
す
く
示
さ
れ
た
い
。

（
四
）

情
報
収
集
衛
星
の
導
入
か
ら
現
在
ま
で
の
、
三
菱
電
機
へ
の
情
報
収
集
衛
星
に
関
す
る
国
の
年
度
別
支
払
額
は
い
く

ら
で
、
そ
の
総
額
は
い
く
ら
か
。

（
五
）

情
報
収
集
衛
星
の
導
入
か
ら
現
在
ま
で
の
、
三
菱
電
機
へ
の
情
報
収
集
衛
星
に
関
す
る
発
注
府
省
庁
別
、
発
注
機
関

別
の
年
度
ご
と
の
支
払
額
は
い
く
ら
で
、
そ
の
総
額
は
そ
れ
ぞ
れ
い
く
ら
か
。

（
六
）

情
報
収
集
衛
星
の
導
入
か
ら
現
在
ま
で
の
、
三
菱
電
機
へ
の
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
の
情
報
収
集
衛
星
に
関
す
る
年
度
別
支
払
額

は
い
く
ら
で
、
そ
の
総
額
は
い
く
ら
か
。

（
七
）

Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
以
外
に
も
（
独
）
情
報
通
信
研
究
機
構
（
Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ｔ
）
も
、
三
菱
電
機
と
の
間
で
随
意
契
約
に
よ
り
情
報

収
集
衛
星
に
関
す
る
業
務
を
行
っ
て
い
る
が
、
情
報
収
集
衛
星
の
導
入
か
ら
現
在
ま
で
の
、
同
社
へ
の
Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
年

度
別
支
払
額
と
、
そ
の
総
額
は
い
く
ら
か
。

（
八
）

（
独
）
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
産
業
技
術
総
合
開
発
機
構
（
Ｎ
Ｅ
Ｄ
Ｏ
）
も
情
報
収
集
衛
星
に
関
す
る
業
務
を
行
っ
て
い

る
と
思
う
が
、
情
報
収
集
衛
星
の
導
入
か
ら
現
在
ま
で
の
、
三
菱
電
機
へ
の
Ｎ
Ｅ
Ｄ
Ｏ
の
年
度
別
支
払
額
と
、
そ
の
総

額
は
い
く
ら
か
。

三



（
九
）

Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ｔ
や
Ｎ
Ｅ
Ｄ
Ｏ
に
対
し
て
は
、
三
菱
電
機
の
過
大
請
求
と
支
払
は
な
か
っ
た
の
か
。
あ
れ
ば
現
時
点
で
判
明

し
て
い
る
額
は
い
く
ら
か
。
こ
の
二
つ
の
独
立
行
政
法
人
へ
の
同
社
の
過
大
請
求
も
調
査
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な

い
か
。
調
査
を
行
わ
な
い
と
す
れ
ば
、
そ
の
理
由
を
示
さ
れ
た
い
。

（
十
）

か
つ
て
日
本
電
気
（
株
）
（
Ｎ
Ｅ
Ｃ
）
は
防
衛
庁
（
当
時
）
に
対
し
、
装
備
品
契
約
を
め
ぐ
り
過
大
請
求
を
行
っ
て

い
た
。
同
社
の
過
大
請
求
の
事
案
は
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
も
の
で
、
過
大
請
求
額
は
い
く
ら
だ
っ
た
か
。

ま
た
、
Ｎ
Ｅ
Ｃ
以
外
に
も
防
衛
省
（
防
衛
庁
）
の
契
約
で
は
過
大
請
求
が
あ
っ
た
が
、
こ
れ
ま
で
の
す
べ
て
の
事
案

に
つ
い
て
、
そ
の
具
体
的
な
内
容
と
過
大
請
求
額
と
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

（
十
一
）

受
注
企
業
が
過
大
請
求
等
の
不
当
な
金
額
を
請
求
し
、
そ
れ
に
応
じ
て
不
適
正
な
支
出
が
行
わ
れ
る
背
景
に
は
、

発
注
者
側
の
契
約
や
会
計
処
理
が
適
正
で
な
い
等
、
発
注
者
側
に
も
問
題
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
防
衛
省
、
内
閣
衛

星
情
報
セ
ン
タ
ー
、
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
に
お
い
て
は
適
正
な
契
約
や
会
計
処
理
が
行
わ
れ
て
い
る
と
判
断
し
て
い
る
の
か
。

（
十
二
）

防
衛
省
（
防
衛
庁
）
は
、
発
注
先
か
ら
過
大
請
求
等
の
不
正
な
行
為
が
な
さ
れ
な
い
よ
う
、
ど
の
よ
う
な
方
策
を

と
っ
て
い
る
の
か
。
ま
た
、
今
回
、
三
菱
電
機
か
ら
過
大
請
求
が
行
わ
れ
請
求
ど
お
り
の
支
出
が
行
わ
れ
た
の
は
、
該

当
す
る
方
策
に
何
ら
か
の
問
題
が
あ
っ
た
か
ら
で
は
な
い
か
。
防
衛
省
の
方
策
は
十
分
で
あ
っ
た
と
考
え
て
い
る
の

四



か
。

（
十
三
）

同
様
に
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
に
お
い
て
も
、
前
身
で
あ
る
宇
宙
開
発
事
業
団
（
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ｄ
Ａ
）
当
時
に
、
Ｎ
Ｅ
Ｃ
か
ら
水
増

し
さ
れ
た
金
額
を
請
求
さ
れ
て
い
た
が
、
当
該
事
案
の
具
体
的
な
内
容
と
過
大
請
求
額
は
い
く
ら
だ
っ
た
か
。
ま
た
、

三
機
関
（
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ｄ
Ａ
・
Ｉ
Ｓ
Ａ
Ｓ
・
Ｎ
Ａ
Ｌ
）
統
合
の
前
を
含
め
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
で
は
、
Ｎ
Ｅ
Ｃ
以
外
に
は
過
大
請
求
は

な
か
っ
た
の
か
。
当
該
事
案
の
具
体
的
な
内
容
と
過
大
請
求
額
と
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

（
十
四
）

Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
は
発
注
先
か
ら
過
大
請
求
等
の
不
正
な
行
為
が
な
さ
れ
な
い
よ
う
、
ど
の
よ
う
な
方
策
を
と
っ
て
い
る

の
か
。
ま
た
、
今
回
、
三
菱
電
機
か
ら
の
過
大
請
求
が
行
わ
れ
た
の
は
、
該
当
す
る
方
策
に
何
ら
か
の
問
題
が
あ
っ
た

か
ら
で
は
な
い
の
か
。

（
十
五
）

Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
は
情
報
収
集
衛
星
に
関
す
る
三
菱
電
機
と
の
契
約
は
、
競
争
性
の
な
い
契
約
、
随
意
契
約
に
よ
っ
て

行
っ
て
い
る
。
随
意
契
約
は
、
発
注
先
が
提
示
す
る
い
わ
ゆ
る
「
言
い
値
」
に
な
っ
た
り
、
談
合
の
温
床
に
な
っ
た
り

す
る
問
題
を
抱
え
て
い
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
は
、
三
菱
電
機
を
は
じ
め
発
注
先
が
提
示
す
る
金
額
が
妥

当
な
も
の
で
あ
る
か
、
ど
の
よ
う
に
し
て
判
断
し
て
い
る
の
か
。

（
十
六
）

Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
の
資
料
に
よ
る
と
、
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
は
随
意
契
約
の
際
に
予
定
価
格
を
設
け
て
い
な
い
と
な
っ
て
い
る
が
、

五



予
定
価
格
を
設
け
な
い
理
由
は
何
か
。
随
意
契
約
で
あ
っ
て
も
予
定
価
格
と
、
そ
れ
を
決
定
す
る
た
め
の
設
計
価
格
に

相
当
す
る
も
の
を
設
け
る
べ
き
で
は
な
い
の
か
。

（
十
七
）

Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
は
日
本
の
宇
宙
開
発
の
主
要
な
実
施
機
関
と
し
て
、
情
報
収
集
衛
星
以
外
に
も
様
々
な
人
工
衛
星
や
ロ

ケ
ッ
ト
等
の
研
究
や
開
発
を
進
め
て
い
る
。
三
菱
電
機
は
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
か
ら
数
多
く
の
案
件
を
受
注
し
て
お
り
、
情
報
収

集
衛
星
以
外
の
す
べ
て
の
契
約
も
含
め
て
同
社
か
ら
の
過
大
請
求
が
な
か
っ
た
か
調
査
を
行
う
こ
と
が
必
要
と
考
え
る

が
、
同
社
と
の
す
べ
て
の
契
約
を
対
象
と
し
て
調
査
を
行
う
の
か
。
行
わ
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
そ
の
理
由
も
示
さ
れ
た

い
。

（
十
八
）

今
般
の
三
菱
電
機
の
水
増
し
過
大
請
求
に
伴
い
、
内
閣
衛
星
情
報
セ
ン
タ
ー
は
同
社
に
対
し
指
名
停
止
の
措
置
を

取
り
、
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
は
同
社
に
対
し
競
争
参
加
資
格
の
停
止
を
行
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
措
置
の
期
間
は
、
そ
れ
ぞ
れ
い

つ
ま
で
か
。
ま
た
、
そ
の
期
間
は
何
を
根
拠
に
決
め
た
も
の
か
。

（
十
九
）

三
菱
電
機
に
対
す
る
措
置
は
、
内
閣
衛
星
情
報
セ
ン
タ
ー
は
指
名
停
止
、
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
は
競
争
参
加
資
格
の
停
止
だ

が
、
こ
れ
ら
の
措
置
の
目
的
は
何
か
。

（
二
十
）

内
閣
官
房
が
提
出
し
た
資
料
に
よ
れ
ば
、
情
報
収
集
衛
星
に
関
し
て
内
閣
衛
星
情
報
セ
ン
タ
ー
が
三
菱
電
機
に
発

六



注
し
た
契
約
は
す
べ
て
随
意
契
約
で
、
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
が
同
社
に
発
注
し
た
契
約
も
す
べ
て
随
意
契
約
と
い
う
の
が
実
態
で

あ
り
、
指
名
競
争
を
含
め
競
争
性
の
あ
る
契
約
は
な
い
。
一
般
競
争
入
札
も
指
名
競
争
入
札
も
な
く
、
実
態
は
随
意
契

約
ば
か
り
な
の
で
あ
る
か
ら
、
同
社
に
対
す
る
今
回
の
指
名
停
止
の
措
置
と
競
争
参
加
資
格
停
止
の
措
置
は
何
の
制
裁

的
意
味
も
持
た
な
い
の
で
は
な
い
の
か
。
今
回
の
措
置
で
は
情
報
収
集
衛
星
に
関
し
て
は
、
内
閣
衛
星
情
報
セ
ン
タ
ー

と
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
は
従
来
ど
お
り
三
菱
電
機
と
随
意
契
約
に
よ
っ
て
契
約
を
結
ぶ
こ
と
が
可
能
な
の
で
は
な
い
の
か
。
ま

た
、
同
社
に
対
し
、
他
の
実
効
性
の
あ
る
制
裁
措
置
を
と
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
か
。

（
二
十
一
）

受
注
企
業
が
過
大
請
求
等
の
不
当
な
金
額
を
請
求
し
、
そ
れ
に
応
じ
て
不
適
正
な
支
出
が
行
わ
れ
る
背
景
に

は
、
退
職
者
が
業
務
上
密
接
な
関
係
が
あ
っ
た
企
業
等
に
再
就
職
す
る
い
わ
ゆ
る
「
天
下
り
」
が
あ
る
と
も
い
わ
れ
て

い
る
。
政
府
が
情
報
収
集
衛
星
の
導
入
を
決
定
し
て
か
ら
現
在
ま
で
、
�
防
衛
省
、
�
内
閣
官
房
（
内
閣
情
報
調
査
室

と
内
閣
衛
星
情
報
セ
ン
タ
ー
）
、
�
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
に
在
籍
し
、
三
菱
電
機
に
再
就
職
し
た
者
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
べ
何
人
い

る
と
把
握
し
て
い
る
か
。
ま
た
、
同
社
か
ら
は
、
の
べ
何
人
い
る
と
聞
い
て
い
る
か
。

（
二
十
二
）

情
報
収
集
衛
星
の
導
入
を
決
定
し
て
か
ら
現
在
ま
で
、
三
菱
電
機
の
社
員
、
あ
る
い
は
社
員
で
あ
っ
た
者
で
、

�
防
衛
省
、
�
内
閣
官
房
（
内
閣
情
報
調
査
室
と
内
閣
衛
星
情
報
セ
ン
タ
ー
）
、
�
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
に
採
用
さ
れ
、
採
用
が
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終
わ
っ
た
後
に
三
菱
電
機
社
員
に
な
っ
た
者
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
べ
何
人
い
る
と
把
握
し
て
い
る
か
。
ま
た
、
同
社
か
ら

は
、
の
べ
何
人
い
る
と
聞
い
て
い
る
か
。

（
二
十
三
）

三
菱
電
機
の
社
員
、
あ
る
い
は
社
員
で
あ
っ
た
者
で
、
現
在
も
�
防
衛
省
、
�
内
閣
官
房
（
内
閣
情
報
調
査
室

と
内
閣
衛
星
情
報
セ
ン
タ
ー
）
、
�
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
に
採
用
さ
れ
て
い
る
者
は
、
そ
れ
ぞ
れ
何
人
で
、
ど
う
い
う
ポ
ス
ト
に

就
い
て
い
る
と
把
握
し
て
い
る
か
。
ま
た
、
同
社
か
ら
は
、
そ
れ
ぞ
れ
何
人
で
、
ど
う
い
う
ポ
ス
ト
に
就
い
て
い
る
と

聞
い
て
い
る
か
。

（
二
十
四
）

内
閣
官
房
（
内
閣
衛
星
情
報
セ
ン
タ
ー
）
は
情
報
収
集
衛
星
に
関
し
、
今
年
度
予
算
四
次
補
正
案
に
お
い
て
百

六
十
四
億
八
千
九
百
万
円
の
増
額
を
行
い
、
一
次
補
正
の
四
千
六
百
万
円
と
合
わ
せ
て
最
終
的
に
今
年
度
予
算
を
八
百

三
十
四
億
九
千
二
百
万
円
に
増
額
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
当
初
予
算
の
六
百
六
十
九
億
五
千
七
百
万
円
と
比
較
し
て
約

百
二
十
五
％
増
の
予
算
と
な
る
。
四
次
補
正
の
理
由
は
、
内
閣
衛
星
情
報
セ
ン
タ
ー
の
説
明
に
よ
れ
ば
「
今
後
、
昨
年

の
よ
う
に
電
力
使
用
制
限
が
行
わ
れ
た
場
合
、
計
画
ど
お
り
の
情
報
収
集
衛
星
の
打
ち
上
げ
が
困
難
に
な
り
、
工
程
を

前
倒
し
で
き
る
も
の
は
前
倒
し
す
る
。
そ
の
た
め
に
必
要
な
予
算
を
増
額
す
る
。
」
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
昨
年
、
電

力
使
用
制
限
令
が
発
動
さ
れ
た
際
に
、
情
報
収
集
衛
星
を
製
造
し
て
い
た
三
菱
電
機
鎌
倉
製
作
所
を
は
じ
め
、
開
発
や
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製
造
に
当
た
っ
て
い
た
他
の
施
設
や
事
業
所
で
、
情
報
収
集
衛
星
の
開
発
や
製
造
工
程
に
ど
の
位
の
影
響
が
あ
っ
た

か
。
影
響
が
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
予
定
し
て
い
た
工
程
の
お
よ
そ
ど
の
位
の
割
合
で
、
予
定
工
程
と
比
較
し
て

ど
の
位
の
遅
れ
が
生
じ
た
の
か
。

（
二
十
五
）

枝
野
幸
男
経
済
産
業
大
臣
は
、
一
月
二
十
七
日
、
今
年
の
夏
の
電
力
需
給
に
関
し
電
力
使
用
制
限
令
を
発
動
せ

ず
、
電
力
使
用
制
限
令
に
よ
ら
ず
乗
り
切
れ
る
十
分
な
可
能
性
が
あ
る
旨
を
述
べ
た
。
電
力
使
用
制
限
令
を
発
動
す
る

こ
と
な
く
今
夏
を
乗
り
切
れ
る
の
で
あ
る
か
ら
予
定
ど
お
り
工
程
を
進
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
た
が
っ
て
補
正
予
算

を
組
む
根
拠
が
な
く
な
る
の
で
、
情
報
収
集
衛
星
予
算
の
四
次
補
正
は
必
要
な
い
の
で
は
な
い
か
。

（
二
十
六
）

「
大
規
模
災
害
へ
の
対
応
」
を
目
的
に
掲
げ
な
が
ら
、
「
今
後
の
情
報
収
集
活
動
に
支
障
を
及
ぼ
す
」
と
い
う

理
由
で
、
東
日
本
大
震
災
や
福
島
第
一
原
発
事
故
と
い
う
未
曾
有
の
大
災
害
に
際
し
て
も
、
政
府
は
災
害
に
対
応
す
る

機
関
・
組
織
や
研
究
者
等
に
衛
星
画
像
を
全
く
公
開
せ
ず
、
利
用
も
さ
せ
て
い
な
い
。
二
〇
一
一
年
六
月
三
十
日
提
出

の
質
問
主
意
書
と
同
年
七
月
十
一
日
に
提
出
し
た
質
問
主
意
書
に
対
す
る
答
弁
書
（
内
閣
衆
質
一
七
七
第
二
八
六
号
、

内
閣
衆
質
一
七
七
第
三
一
五
号
）
に
お
い
て
、
「
情
報
収
集
衛
星
の
画
像
情
報
に
つ
い
て
は
、
情
報
収
集
衛
星
等
に
関

す
る
秘
密
に
つ
い
て
保
全
措
置
を
講
じ
て
い
る
者
以
外
の
者
に
は
非
公
開
と
し
て
お
り
、
東
日
本
大
震
災
へ
の
対
応
を
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行
う
に
当
た
り
、
当
該
保
全
措
置
を
講
じ
て
い
る
者
以
外
の
者
に
対
し
て
衛
星
の
画
像
を
提
供
す
る
必
要
が
あ
っ
た
こ

と
か
ら
、
内
閣
衛
星
情
報
セ
ン
タ
ー
が
、
商
用
衛
星
の
画
像
を
購
入
し
た
」
と
、
福
島
第
一
原
発
の
事
故
状
況
を
写
し

た
衛
星
画
像
に
つ
い
て
日
本
の
情
報
収
集
衛
星
の
画
像
を
公
開
せ
ず
、
改
め
て
別
に
米
国
の
会
社
が
保
有
す
る
衛
星
の

画
像
を
約
三
千
六
百
万
円
で
購
入
し
た
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
て
い
る
。

野
田
内
閣
は
情
報
収
集
衛
星
に
つ
い
て
「
そ
の
研
究
・
開
発
は
、
安
心
・
安
全
社
会
の
実
現
に
資
す
る
も
の
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
「
平
成
二
十
四
年
度
予
算
の
概
算
要
求
組
替
え
基
準
に
つ
い
て
」
に
定
め
る
「
日
本
再
生
重
点
化
措
置
」

の
目
的
に
合
致
す
る
事
業
で
あ
り
、
ま
た
、
「
国
民
に
広
く
裨
益
す
る
事
業
」
に
該
当
す
る
と
考
え
て
い
る
。
」
（
二

〇
一
一
年
十
二
月
七
日
提
出
の
質
問
主
意
書
に
対
す
る
答
弁
書
（
内
閣
衆
質
一
七
九
第
一
二
〇
号
）
）
と
、
情
報
収
集

衛
星
が
「
日
本
再
生
」
の
目
的
に
合
致
し
、
国
民
に
広
く
役
立
ち
助
け
に
な
る
も
の
と
、
何
の
具
体
的
な
証
拠
や
根
拠

を
示
さ
ず
に
強
弁
し
て
い
る
。

情
報
収
集
衛
星
の
導
入
目
的
の
一
つ
「
大
規
模
災
害
へ
の
対
応
」
に
つ
い
て
、
具
体
的
な
利
用
実
態
を
国
民
の
前
に

全
く
説
明
し
な
い
ま
ま
、
既
に
八
千
億
円
を
超
す
予
算
を
投
じ
、
さ
ら
に
こ
れ
か
ら
も
毎
年
六
百
〜
八
百
億
円
も
の
予

算
を
投
じ
続
け
る
こ
と
は
、
そ
の
導
入
の
目
的
か
ら
考
え
て
も
予
算
の
浪
費
の
典
型
で
あ
る
。
情
報
収
集
衛
星
の
開

一
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発
、
製
造
の
中
心
と
な
っ
て
い
る
三
菱
電
機
か
ら
の
水
増
し
過
大
請
求
の
実
態
の
全
容
を
解
明
し
、
し
か
る
べ
き
対
応

を
と
る
こ
と
は
当
然
で
あ
る
。
衛
星
製
造
を
受
注
し
た
三
菱
電
機
に
よ
っ
て
過
大
請
求
と
い
う
不
正
な
行
為
が
行
わ
れ

て
い
た
の
で
あ
る
か
ら
、
過
去
に
お
け
る
過
大
な
支
払
い
分
は
す
べ
て
同
社
に
返
還
さ
せ
る
と
と
も
に
情
報
収
集
衛
星

の
予
算
執
行
を
止
め
、
そ
れ
に
関
す
る
予
算
は
東
日
本
大
震
災
や
福
島
第
一
原
発
事
故
へ
の
対
応
に
充
て
る
べ
き
で
は

な
い
か
。

右
質
問
す
る
。

一
一


